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国立大学における図書館職員の
キャリア形成を考える

九州大学附属図書館

事務部長 濵﨑 修一
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国立大学職員をめぐる状況の変化

国立大学法人化

１８歳人口の減少

業務の多様化と複雑化

国際化の進展

新たな業務の創出
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国立大学の法人化

・管理運営
文科省の内部組織から独立した法人へ

中期目標・計画による運営と評価

・財務
歳出区分の制限なし

運営費交付金は渡切りで使途は特定せず、

繰越可能（中期目標期間の範囲内）

・人事
非公務員型で学長に任命権があり、定員管

理は各大学の裁量
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国立大学事務組織の変化

理事体制による経営（意思決定と事業）

企画部門の強化

支援機能の明確化

法令順守、危機管理担当部署の設置

グループ制の導入
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大学職員のキャリアパスを考える

大学職員の役割の変化と国立大学

パスは組織のトップまで通っているか

研修は役立っているか

人事制度と専門職集団
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図書館組織の現状

図書館の位置づけ

館長、職員組織、職員数、職員採用方法

アウトソーシングの拡大
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大学図書館をめぐる状況とコンピテンシー

＜大学図書館をめぐる状況＞

・学術情報の創造、流通、共有化の変化

・コレクションの範囲拡大

・学内情報システムとの連携

・多様化、サービス拡大、他機関との連携

・図書館業務、サービスの説明責任

・予算、人員縮小の中のサービスの高度化と新事業展開

―国立大学図書館協会人材委員会「大学図書館が求める

人材像について」（検討資料）から
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＜コンピテンシー＞

・専門的コンピテンシーモデル

情報資源や情報アクセス、情報技術および運用管
理などに関する知識、スキルに基づいて優れた図書
館業務サービスを遂行できる能力

・一般的（個人的）コンピテンシーモデル

大学図書館職員だけに限られた能力ではないが、
効率的、効果的な業務の遂行、組織の一員として利
用者に対し積極的なサービスを提供するために必要
な能力
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コンピテンシーモデルの活用に向けて

コンピテンシーモデルとキャリア形成

制度： 組織、評価、処遇

キャリアガイドの作成

研修プログラムの確立

専門研修、組織内研修、実務研修

マネジメント研修
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九州大学図書館におけるキャリア形成

研究開発室の活動と図書館職員の育成

キャンパス移転事業への参画

研修事業と研究会活動

国際交流における人的交流

学内インターンシップ構想（案）

図書館長、管理職の役割

第二期中期目標、計画策定に向けて
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九大職員研修 九大図書館内研修 主題別研修・外部研修

九大初任者研修

中堅職員研修

主任・係長研修

初任者研修

大学図書館職員講習会

大学図書館職員
長期研修

大学図書館職員
フレッシュパーソンセミナー

（国大図協）

情報セキュリティ
担当者研修

（NII)

ネットワーク管理
担当者研修

（NII)

ネットワークセキュリティ
担当者研修

（NII)

学術ポータル
担当者研修

（NII)

総合目録
データベース実務研修

（NII)

学術情報リテラシー
教育担当者研修

（NII)

図書館等職員
著作権実務講習会

（文化庁）

漢籍担当職員講習会
中級

（京大・人文研）

漢籍担当職員講習会
初級

（京大・人文研）

漢籍整理長期研修
（東大・東文研）

西洋古典資料保存
講習会

（一橋大学）

文化財の虫菌害保存対
策研修会

（文化財虫害研究所）

目録システム講習会

西洋社会科学
古典資料講習会
（一橋大学）

ILLシステム講習会
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知ろう！九大図書館の
サービスとコンテンツ

サブジェクトライブラリアン
序説

■資料保存
■古典籍資料の扱い・整理
■システムライブラリアン
■漢籍講習会
■ラテン語研修

■情報検索から入手まで
■所蔵コレクション概説

■九大図書館の全体像
■各業務・システムの概要
■文献検索の基礎
■資料取扱の基本

身につけたい基礎知識

■Access（ODBC）
■HP
■ネットワーク／セキュリティ
■プレゼンテーション

■機関リポジトリ
■e-DDS
■危機管理
■図書館施設・設備計画
■図書館広報
■・・・

情報処理軽井沢セミナー
（NII）

※網掛けの研修は、国立情報学研究所
　　旅費を負担するもの（H18年度）

専門職教育
（大学院）
（OJT）

初
心
者

中
堅
要
員

基
幹
要
員

研究開発室
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図書館職員ステップアップ研修
図書館専門職員として知識の深化及び能力・資質の向上を
図るとともに、九大図書館職員としての連帯性を高め、組織
の活性化を図る。

個人にとっても組織にとっても一過性のものにならぬよう、企
画・立案・実施･検証・評価のサイクルを確立し、常に最新の
事情に対応できる研修とする。

個々の研修が、受講者のその後の自己研鑽に資するもので
あるように留意するとともに、組織的にも問題解決への発展
性を持つ研修とする。

研修の受講を、個々人のキャリアとして評価してゆくことを検
討する。

テーマによっては、近隣の大学・公共図書館等関係団体へ
参加を呼びかけ、地域との連携を強化する。
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ライブラリーサイエンス専攻構想（案）

・図書館、文書館（史料館）、情報科学等に関連した
教員の参加

・学生の希望サブジェクト分野の研究院・学府長も

参加

・図書館専門員（一定の条件を満たした図書館職員）

も教員として参加

・学内外の図書館職員等も社会人学生として受入れる

・図書館、史料館等におけるＯＪＴを単位にする

・司書に加えてアーキビストの育成も行う
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キャリアアップのために

・図書館組織のあり方

専門性と人事制度

図書館はファカルティ

他組織との連携（統合ではない）

・モチベーション向上のために

話題性、可能性、コミュニケーション

柔軟性、具体的課題の解決


